
議
会
が
チ
ェ
ッ
ク
！ 

▼
▼
▼

代
表
質
問
会
派
の
代
表
者
が
施
政
方
針
や
予
算
案
の
大
要
に
対
し
て
質
問
し
ま
し

た
。
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

台
風
19
号
を
教
訓
に
、
災
害

発
生
情
報
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
等
の
被
災
想
定
情
報
の
共
有
、
避

難
勧
告
・
避
難
指
示
等
警
戒
レ
ベ
ル

の
発
令
、
内
水
氾
濫
対
策
、
避
難
所・

福
祉
避
難
所
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

精
査
、
避
難
先
の
多
方
面
化
な
ど
、

今
後
の
対
応
を
伺
う
。

問

代 表質問
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生
命
・
財
産
を
守
り
被
害
者
を
出
さ
な
い
防
災
体
制
の
整
備
を

令
和
２
年
度
は
、
台
風
が
接

近
す
る
た
び
に
国
土
交
通
省

か
ら
借
用
し
て
い
る
排
水
ポ
ン
プ
車

を
、
さ
ら
な
る
内
水
対
策
強
化
の
た

め
、
市
独
自
に
２
台
導
入
す
る
。
ま

た
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風（
台
風
19

号
）の
際
、
氾
濫
手
前
ま
で
増
水
し
た

中
小
河
川
の
水
位
情
報
を
把
握
す
る

た
め
、
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
。

答

ス
マ
ー
ト
市
役
所
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
業
務
効
率
向
上

Ａ
Ｉ
の
活
用
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
技
術

の
導
入
等
、
申
請
手
続
き
の

簡
素
化
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
事

務
の
自
動
化
に
よ
る
業
務
効
率
の
向

上
等
が
期
待
さ
れ
る
が
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｙ
５・
０
の
実
現
に
向
け
た
ス

マ
ー
ト
市
役
所
の
推
進
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

問

デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
で
ス

マ
ー
ト
市
役
所
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
利
便
性
の
高
い
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ
る
と
と

も
に
、
業
務
運
営
に
つ
い
て
も
効
率

化
が
図
ら
れ
、
生
産
性
の
高
い
行
政

運
営
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
職

員
の
働
き
方
改
革
に
も
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

答

人
材
確
保
に
悩
む
中
小
企
業
に
配
慮
し
た
働
く
場
所
の
確
保
を

報
道
に
よ
る
と
、
三
島
市
内

の
中
小
企
業
は
県
内
で
も
格

別
に
苦
し
く
、
そ
の
理
由
の
第
一
は

人
手
不
足
・
採
用
難
と
な
っ
て
い
た
。

市
が
「
新
た
な
雇
用
の
場
の
確
保
」

を
掲
げ
る
姿
勢
は
、
さ
ら
な
る
現
状

悪
化
も
予
見
さ
れ
る
が
、
見
解
を
伺

う
。 問

人
手
不
足
の
根
本
的
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
は
若
者
の
流
出
が
主
な
要
因
の
た

め
、
企
業
誘
致
に
よ
る
良
好
な
働
く

場
の
確
保
、
市
内
企
業
の
魅
力
向
上

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
女
性
の
起

業
や
就
労
支
援
、
外
国
人
労
働
者
の

活
用
、
移
住
定
住
施
策
な
ど
、
多
角

的
な
施
策
の
実
施
が
肝
要
で
あ
る
。

答

三
島
市
が
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
へ
の
取
り
組
み

令
和
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
三
島
市
第
５
次
総
合
計

画
の
策
定
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な

開
発
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取

り
組
み
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
の
か
伺
う
。

問

総
合
計
画
の
将
来
都
市
像
の

実
現
に
合
わ
せ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を

積
極
的
に
推
進
す
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ゴ
ー
ル
を
ア
イ
コ
ン
で
明
示
す
る
ほ

か
、
市
の
取
り
組
み
が
ど
の
よ
う
に

寄
与
す
る
の
か
示
し
、
イ
ベ
ン
ト
の

チ
ラ
シ
等
へ
も
表
記
す
る
こ
と
で
市

民
へ
の
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

答

感
染
拡
大
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
生
命
健
康
を
守
る
対
策
は

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
国
際
的
緊
急
事

態
を
宣
言
、
国
内
で
は
指
定

感
染
症
に
指
定
さ
れ
た
。
感
染
拡
大

の
阻
止
に
向
け
、予
防
と
検
査
体
制
、

発
生
時
の
搬
送
経
路
や
搬
送
先
、
市

民
へ
の
周
知
方
法
、
県
・
医
師
会
・

自
治
会
・
他
市
町
と
の
連
絡
体
制
な

ど
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

問

最
新
の
情
報
等
を
市
民
へ
周

知
す
る
と
と
も
に
感
染
の
疑

い
の
あ
る
方
は
、
帰
国
者
・
接
触
者

相
談
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
指
定
医
療

機
関
に
つ
な
げ
る
体
制
と
な
っ
て
い

る
。
三
島
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
を
設
置
し
、
国
や

県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
市
と
し

て
で
き
得
る
限
り
の
対
策
を
行
う
。

答

公
共
施
設
保
全
計
画
に
お
け
る
モ
デ
ル
事
業
の
推
進

公
共
施
設
の
目
標
使
用
年
数

が
80
年
に
延
長
さ
れ
た
。
構

造
体
耐
久
性
調
査
等
の
結
果
に
よ
り

計
画
の
見
直
し
や
前
倒
し
も
想
定
さ

れ
る
た
め
、
市
民
合
意
の
下
、
先
手

の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
が
、
モ

デ
ル
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

問

今
後
10
年
以
内
の
取
り
組
み

の
一
つ
で
あ
る
長
伏
プ
ー
ル

の
廃
止
に
当
た
っ
て
は
、
長
伏
公
園

全
体
を
対
象
と
し
た
整
備
に
つ
い
て

Ｐ
ａ
ｒ
ｋｰ

Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
公
民
連
携
に

よ
る
手
法
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
声
を
聴
く
中
で
ス

ポ
ー
ツ
健
幸
都
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
環
境
を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

答

三
島
駅
周
辺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
広
域
医
療
拠
点
と
は

東
街
区
の
再
開
発
に
お
い

て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
高
さ
・

金
額
な
ど
は
話
題
だ
が
、
事
業
の
核

で
あ
る
医
療
拠
点
が
未
決
定
で
あ

る
。
広
域
医
療
拠
点
の
整
備
事
業
に

は
、
予
算
付
け
や
賛
否
を
判
断
す
る

前
提
と
し
て
医
療
施
設
の
選
定
が
不

可
欠
で
あ
る
が
、進
捗
状
況
を
伺
う
。

問

現
段
階
で
は
、
進
出
条
件
面

が
未
定
の
た
め
、
進
出
企
業

等
と
の
具
体
的
な
協
議
は
都
市
計
画

決
定
後
と
な
る
が
、
ス
マ
ー
ト
ウ
エ

ル
ネ
ス
を
核
と
し
た
広
域
健
康
医
療

拠
点
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
施
設
と
な
る
よ
う
、

三
島
市
医
師
会
と
も
相
談
を
重
ね
具

体
的
な
導
入
機
能
を
定
め
て
い
く
。

答

学
校
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
な
ど
の
効
果
的
な
活
用

電
子
黒
板
や
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
・
活

用
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
と
併
せ
て
、

新
年
度
に
小
中
学
校
の
学
習
指
導
要

領
が
改
訂
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
教

育
現
場
の
負
担
が
増
す
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
負
担
軽
減
に
対
す
る

見
解
を
伺
う
。

問

小
学
校
英
語
の
教
科
化
に
向

け
、
英
語
専
科
教
員
の
配
置

拡
充
を
県
教
育
委
員
会
に
要
望
し
て

い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
、

研
究
指
定
校
を
中
心
に
授
業
実
践
を

進
め
て
い
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
を
見
据
え
、
教
員
研
修
の
実
施

や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
な
ど
、
教

員
の
負
担
軽
減
に
向
け
方
策
を
図
る
。

答

再
開
発
準
備
組
合
へ
の
事
業
費
補
助
金
の
使
途
と
必
要
性
は

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開

発
事
業
に
お
け
る
再
開
発

準
備
組
合
の
事
業
費
は
、
国
・
県
・

市
の
補
助
に
組
合
負
担
を
入
れ

２
億
６
５
８
０
万
円
と
多
額
な
予
算

額
と
な
り
、
さ
ら
に
リ
ス
ク
の
高
い

階
段
を
上
る
。事
業
費
の
使
途
内
容・

必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

問

東
街
区
再
開
発
事
業
は
、
三

島
駅
周
辺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
の
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
致
す
る

重
要
な
事
業
で
あ
る
た
め
、
再
開
発

準
備
組
合
が
令
和
２
年
度
に
実
施
す

る
基
本
設
計
、
資
金
計
画
作
成
、
土

地
・
建
物
調
査
等
に
要
す
る
費
用
に

対
し
、
国
・
県
の
交
付
金
等
を
財
源

に
加
え
て
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

答

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
外
出
支
援
の
強
化
に
向
け
て

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
の
体
制

確
立
や
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
施
設
の
整
備
、
公
共
交
通

空
白
地
域
の
解
消
等
が
求
め
ら
れ
る

が
、
年
を
重
ね
て
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
く
自
立
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

問

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
に
つ
い

て
は
、
補
助
制
度
を
含
め

た
説
明
会
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

の
目
標
年
度
と
な
る
２
０
２
５
年
を

見
据
え
、
令
和
２
年
度
に
は
ま
ず
１

か
所
、
モ
デ
ル
と
な
る
団
体
を
組
織

し
、
今
後
、
そ
の
活
動
を
他
の
地
域

に
広
め
て
い
く
。

答

大
場
地
区
・
土
地
利
用
可
能
性
調
査
と
将
来
的
な
市
の
取
り
組
み

東
駿
河
湾
環
状
道
路
の
大

場
・
函
南
Ｉ
Ｃ
周
辺
は
交
通

の
便
が
良
く
広
大
で
、
三
島
市
に
多

大
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
未
来
が
期
待

で
き
る
。
こ
の
調
査
で
地
域
の
声
を

吸
い
上
げ
、
計
画
実
現
の
た
め
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
を
、
市
が
中

心
と
な
り
進
め
る
こ
と
を
望
む
が
ど

う
か
。

問

大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
土

地
で
は
あ
る
が
個
別
法
に
よ

り
土
地
利
用
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
、

３
～
５
ｍ
の
浸
水
想
定
区
域
で
も
あ

る
。
ま
た
財
政
計
画
と
整
合
を
図
っ

た
多
額
の
事
業
費
の
確
保
も
必
要
と

な
る
た
め
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
可
能
性
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

答

命
を
守
る
防
災
減
災
と
自
助
共
助
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み

被
災
さ
れ
た
自
治
体
の
こ
れ

ま
で
の
災
害
対
応
の
経
験
や

教
訓
を
共
有
し
、
三
島
市
の
災
害
対

応
に
生
か
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。 問

こ
れ
ま
で
本
市
で
は
、
東
日

本
大
震
災
や
令
和
元
年
東
日

本
台
風
な
ど
の
被
災
地
に
職
員
を
派

遣
し
、
被
災
自
治
体
の
経
験
や
教
訓

を
参
考
に
業
務
継
続
計
画
や
各
種
災

害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
き

た
。
今
後
も
派
遣
職
員
の
経
験
を
生

か
し
、
本
市
の
さ
ら
な
る
災
害
対
応

力
の
強
化
・
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

答
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